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鶴居村マスコットキャラクター
「つるぼー」

鶴居村は「日本で最も美しい村」
連合に加盟しています

今月の主な話題
■新型コロナウイルス感染症関連情報について
　　　　　　　　　　　・・・・・・・・２～３

■村内小・中学校入学式・・・・・・・・４～５

■後期高齢者医療制度について・・・・・６～７

■役場からのお知らせ・・・・・・・・・８～９



令和２年５月号　２

　

今
日
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
国
内
の
み
な
ら
ず
世
界
的
に
猛
威
を
振
る
っ

て
お
り
、
日
ご
と
に
増
し
て
い
く
感
染
者
数
に
対
す
る
不
安
や
不
要
不
急
の
外
出
自
粛
、

そ
れ
に
伴
い
経
済
活
動
に
も
甚
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
な
ど
、
未
だ
収
束
の
兆
し
す
ら
見

え
な
い
未
曾
有
の
危
機
的
状
況
に
お
か
れ
て
い
ま
す
。

　

鶴
居
村
は
去
る
３
月
16
日
、「
支
え
あ
お
う
・
鶴
居
び
と
」
宣
言
を
打
ち
出
し
、
郷

土
愛
と
連
帯
で
こ
の
難
局
を
村
民
一
丸
と
な
っ
て
打
開
す
べ
く
、
方
針
を
掲
げ
ま
し
た
。

　

村
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
感
染
予
防
対
策
を
徹
底
の
う
え
、
感
染
拡
大

防
止
に
努
め
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

⑴　

部
屋
を
分
け
ま
し
ょ
う

■
個
室
に
し
ま
し
ょ
う
。
食
事
や
寝
る
と
き
も
別
室
と
し
て
く
だ
さ
い
。

・
子
ど
も
が
い
る
方
、
部
屋
数
が
少
な
い
場
合
な
ど
、
部
屋
を
分
け
ら
れ
な
い
場

合
に
は
、
少
な
く
と
も
2
ｍ
以
上
の
距
離
を
保
っ
た
り
、
仕
切
り
や
カ
ー
テ
ン

な
ど
を
設
置
す
る
こ
と
を
お
薦
め
し
ま
す
。

・
寝
る
と
き
は
頭
の
位
置
を
互
い
違
い
に
な
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

■
ご
本
人
は
極
力
部
屋
か
ら
出
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

ト
イ
レ
・
バ
ス
ル
ー
ム
な
ど
共
有
ス
ペ
ー
ス
の
利
用
は
最
小
限
に
し
ま
し
ょ
う
。

⑵　

感
染
者
の
お
世
話
は
で
き
る
だ
け
限
ら
れ
た
方
で

■
心
臓
、
肺
、
腎
臓
に
持
病
の
あ
る
方
、
糖
尿
病
の
方
、
免
疫
の
低
下
し
た
方
、
妊

婦
の
方
な
ど
が
感
染
者
の
お
世
話
を
す
る
の
は
避
け
て
く
だ
さ
い
。

⑶　

マ
ス
ク
を
つ
け
ま
し
ょ
う

■
使
用
し
た
マ
ス
ク
は
他
の
部
屋
に
持
ち
出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

■
マ
ス
ク
の
表
面
に
は
触
れ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
マ
ス
ク
を
外
す
際
に
は
、

ゴ
ム
や
ひ
も
を
つ
ま
ん
で
外
し
ま
し
ょ
う
。

■
マ
ス
ク
を
外
し
た
後
は
必
ず
石
鹸
で
手
を
洗
い
ま
し
ょ
う
。（
ア
ル
コ
ー
ル
手
指

消
毒
剤
で
も
可
）

※
マ
ス
ク
が
汚
れ
た
と
き
は
、
す
ぐ
に
新
し
い
清
潔
な
乾
燥
マ
ス
ク
と
交
換
。

※
マ
ス
ク
が
な
い
と
き
な
ど
に
咳
や
く
し
ゃ
み
を
す
る
際
は
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
等
で
口

と
鼻
を
覆
う
。

⑷　

こ
ま
め
に
手
を
洗
い
ま
し
ょ
う

■
こ
ま
め
に
手
を
洗
い
ま
し
ょ
う
、
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
を
し
ま
し
ょ
う
。
洗
っ
て
い

な
い
手
で
目
や
鼻
、
口
な
ど
を
触
ら
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

⑸　

換
気
を
し
ま
し
ょ
う

■
定
期
的
に
換
気
し
て
く
だ
さ
い
。
共
有
ス
ペ
ー
ス
や
他
の
部
屋
も
窓
を
開
け
放
し

に
す
る
な
ど
換
気
し
ま
し
ょ
う
。

⑹　

手
で
触
れ
る
共
有
部
分
を
消
毒
し
ま
し
ょ
う

■
共
用
部
分
（
ド
ア
の
取
っ
手
、
ノ
ブ
、
ベ
ッ
ト
柵
な
ど
）
は
、
薄
め
た
市
販
の
家

庭
用
塩
素
系
漂
白
剤
で
拭
い
た
後
、
水
拭
き
し
ま
し
ょ
う
。

・
物
に
付
着
し
た
ウ
イ
ル
ス
は
し
ば
ら
く
生
存
し
ま
す
。

・
家
庭
用
塩
素
系
漂
白
剤
は
、
主
成
分
が
次
亜
塩
素
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
で
あ
る
こ
と

を
確
認
し
、
使
用
量
の
目
安
に
従
っ
て
薄
め
て
使
っ
て
く
だ
さ
い
（
目
安
と
な

る
濃
度
は
０
．05
％
で
す
（
製
品
の
濃
度
が
6
％
の
場
合
、
水
３
Ｌ
に
液
を
25

㎖
で
す
。））。

■
ト
イ
レ
や
洗
面
所
は
、
通
常
の
家
庭
用
洗
剤
で
す
す
ぎ
、
家
庭
用
消
毒
剤
で
こ
ま

め
に
消
毒
し
ま
し
ょ
う
。

・
タ
オ
ル
、
衣
類
、
食
器
、
箸
・
ス
プ
ー
ン
な
ど
は
、
通
常
の
洗
濯
や
洗
浄
で
か

ま
い
ま
せ
ん
。

・
感
染
者
の
使
用
し
た
も
の
を
分
け
て
洗
う
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
洗
浄
前
の
も
の
を
共
用
に
し
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

・
特
に
タ
オ
ル
は
、
ト
イ
レ
、
洗
面
所
、
キ
ッ
チ
ン
な
ど
で
は
共
用
し
な
い
よ
う

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

⑺　

汚
れ
た
リ
ネ
ン
、
衣
服
を
洗
濯
し
ま
し
ょ
う

■
体
液
で
汚
れ
た
衣
服
、
リ
ネ
ン
を
取
り
扱
う
際
は
、
手
袋
と
マ
ス
ク
を
つ
け
、
一

般
的
な
家
庭
用
洗
剤
で
洗
濯
し
完
全
に
乾
か
し
て
く
だ
さ
い
。

・
糞
便
か
ら
ウ
イ
ル
ス
が
検
出
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

⑻　

ゴ
ミ
は
密
閉
し
て
捨
て
ま
し
ょ
う

■
鼻
を
か
ん
だ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
は
す
ぐ
に
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入
れ
、
室
外
に
出
す
と
き
は

密
閉
し
て
捨
て
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
後
は
直
ち
に
石
鹸
で
手
を
洗
い
ま
し
ょ
う
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

関
連
情
報
に
つ
い
て

ご
家
族
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
が
疑
わ
れ
る
場
合

家
庭
内
で
ご
注
意
い
た
だ
き
た
い
こ
と
〜
８
つ
の
ポ
イ
ン
ト
〜



３　令和２年５月号

そ
の
他

●
ご
本
人
は
外
出
を
避
け
て
く
だ
さ
い
。

●
ご
家
族
、
同
居
さ
れ
て
い
る
方
も
熱
を
測
る
な
ど
、
健
康
観
察
を
し
、
不
要
不
急
の

外
出
は
避
け
、
特
に
咳
や
発
熱
な
ど
の
症
状
が
あ
る
と
き
に
は
、
職
場
な
ど
に
行
か

な
い
で
く
だ
さ
い
。

相
談
・
連
絡
先

〇
役
場
保
健
福
祉
課　

　

☎
０
１
５
４

－

64

－

２
１
１
６

〇
釧
路
保
健
所　

帰
国
者
・
接
触
者
相
談
セ
ン
タ
ー　

　

☎
０
１
５
４

－

65

－

５
８
１
１
（
平
日
8
時
45
分
〜
17
時
30
分
）

〇
北
海
道
保
健
福
祉
部
健
康
安
全
局
地
域
保
健
課　

　

☎
０
１
１

－

２
０
４

－

５
０
２
０
（
24
時
間
）

　

村
で
は
、「
支
え
あ
お
う
・
鶴
居
び
と
」
宣
言
に
基
づ
き
、
次
の
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

①　
「
支
え
あ
お
う
・
鶴
居
び
と
応
援
券
」
事
業

〇
交
付
対
象
者
：
基
準
日
に
村
内
に
住
所
を
有
す
る
全
村
民

〇
交
付
額
：
飲
食
店
専
用
５
０
０
円
券
６
枚
、
小
売
店
等
用
５
０
０
円
券
６
枚
、
合

計
12
枚
６
，０
０
０
円
１
セ
ッ
ト

〇
交
付
方
法
：
簡
易
書
留
に
よ
り
郵
送

〇
そ
の
他
：
発
送
時
期
や
利
用
可
能
期
間
、
利
用
可
能
店
舗
等
に
つ
い
て
は
、
決
定

次
第
、
別
途
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

②　

鶴
居
村
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊
急
経
済
対
策
交
付
金
事
業

　

⑴　

共
同
取
組
活
動
事
業

〇
交
付
対
象
者
：
村
内
で
商
工
業
を
営
ん
で
い
る
事
業
者

〇
実
施
主
体
：
鶴
居
村
商
工
会

〇
対
象
事
業
：
村
内
商
工
経
済
の
活
性
化
及
び
安
定
等
を
図
る
た
め
の
共
同
の
取

　
　
　
　
　

組
活
動

　
（
例
）
お
弁
当
事
業
、
広
告
宣
伝
事
業
な
ど　
　

　

⑵　

経
営
安
定
維
持
活
動
事
業

〇
交
付
対
象
者
：
村
内
で
飲
食
・
宿
泊
等
の
サ
ー
ビ
ス
業
を
営
み
、
共
同
取
組
活

　
　
　
　
　
　

動
に
参
加
し
て
い
る
事
業
者

〇
交
付
限
度
額

　

小
規
模
事
業
者
：
15
万
円
／
月

　

小
規
模
事
業
者
以
外
：
30
万
円
／
月

③　

鶴
居
村
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊
急
融
資
制
度
事
業

　

１
．
対
象
者
：
次
の
要
件
を
全
て
満
た
し
て
い
る
者

⑴　

村
内
で
事
業
を
営
む
中
小
企
業
者
等
で
あ
る
こ
と
。（
個
人
事
業
主
を
含
む
）

⑵　

北
海
道
信
用
保
証
協
会
の
保
証
付
で
あ
る
こ
と
。

⑶　

村
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と
。

⑷　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
指
定
期
間
の
売
上
高
が
５
％

　

以
上
減
少
し
て
い
る
こ
と
。

２
．
取
扱
期
間
：
令
和
２
年
４
月
９
日
（
木
）
〜
６
月
30
日
（
火
）

３
．
貸
付
条
件

　

〇
資
金
使
途
：
経
営
安
定
資
金
（
運
転
資
金
）

　

〇
融
資
限
度
額
：
３
０
０
万
円

　

〇
融
資
期
間
：
５
年
以
内
（
う
ち
据
置
１
年
以
内
）

　

〇
償
還
方
法
：
月
賦
償
還
ま
た
は
一
括
償
還

　

〇
融
資
利
率
：
無
利
子
（
通
常
利
息
に
つ
い
て
は
村
が
全
額
利
子
補
給
）

　

〇
保　
　

証
：
北
海
道
信
用
保
証
協
会
の
保
証
付
き

　
　
　
　
　
　

※
保
証
料
支
払
い
後
に
村
が
全
額
補
助

４
．
取
扱
金
融
機
関

　

〇
釧
路
信
用
金
庫

　

〇
大
地
み
ら
い
信
用
金
庫

５
．
申
し
込
み
方
法

　

右
記
４
の
取
扱
金
融
機
関
へ
直
接
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
先

①　
「
支
え
あ
お
う
・
鶴
居
び
と
応
援
券
」
事
業
に
関
す
る
こ
と

　
　

企
画
財
政
課
企
画
調
整
係
（
☎
０
１
５
４

－

64

－

２
１
１
２
）

②　

鶴
居
村
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊
急
経
済
対
策
交
付
金
事
業
及
び

③　

鶴
居
村
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊
急
融
資
制
度
事
業
に
関
す
る
こ
と

　
　

産
業
振
興
課
商
工
観
光
係
（
☎
０
１
５
４

－

64

－

２
１
１
４
）

　
　

鶴
居
村
商
工
会
（
☎
０
１
５
４

－

64

－

２
４
５
３
）

「
支
え
あ
お
う
・
鶴
居
び
と
」
宣
言
に
基
づ
く
緊
急
経
済
対
策
に

つ
い
て　
　



令和２年５月号　４

▼下幌呂小学校

▼鶴居中学校

▼幌呂小学校

◀幌呂中学校

４
月
７
日
、
村
内
各
小
・
中
学
校
で
入
学
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
２
年
度
は
鶴
居
小
学
校
10
名
、
幌
呂
小
学
校
３
名
、
下
幌
呂
小
学
校
３
名
、
鶴
居
中
学
校
29
名
、
幌
呂
中
学
校
６
名
の
計
51
名
の
児
童
・
生
徒
が
新
一
年
生
と
な
り
ま
し
た
。

今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、
例
年
と
は
異
な
る
形
で
の
式
と
な
り
ま
し
た
が
、
新
一
年
生
は
保
護
者
や
教
職
員
に
見
守
ら
れ
る
中
、
在
校
生
か
ら
歓

迎
の
言
葉
で
迎
え
ら
れ
、
こ
れ
か
ら
始
ま
る
学
校
生
活
へ
の
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

村
内
小
・
中
学
校
入
学
式

村
内
小
・
中
学
校
入
学
式

▼鶴居小学校



５　令和２年５月号



令和２年５月号　６

■　均等割の軽減割合が見直しされました

● 保険料均等割の軽減割合が、次のとおり見直しされました。

　 【令和元年度】

所得が次の金額以下の世帯 軽減割合

３３万円（かつ、被保険者全員が所得０円）
※年金収入のみの場合、受給額80万円以下 ８割軽減

３３万円 8.5割軽減

　【令和２年度】

所得が次の金額以下の世帯 軽減割合

３３万円（かつ、被保険者全員が所得０円）
※年金収入のみの場合、受給額80万円以下 ７割軽減

３３万円 7.75割軽減

■　均等割２割・５割軽減の範囲が見直しされました

● 保険料均等割軽減のうち、2割・5割軽減に係る所得判定基準が、次のとおり見直しさ
れました。

　【令和元年度】

所得が次の金額以下の世帯 軽減割合

33万円＋（28万円×世帯の被保険者数） ５割軽減

33万円＋（51万円×世帯の被保険者数） ２割軽減

 　【令和２年度から】

所得が次の金額以下の世帯 軽減割合

33万円＋（28万５千円×世帯の被保険者数） ５割軽減

33万円＋（52万円×世帯の被保険者数） ２割軽減

後期高齢者医療制度のお知らせ
～　制 度 の 見 直 し に つ い て　～



７　令和２年５月号

お問い合わせ先
北海道後期高齢者医療広域連合
【住所】〒060－0062
 札幌市中央区南２条西14丁目
 国保会館６階
 電話　011－290－5601

役場住民生活課
後期高齢者医療担当
電話　０１５４－６４－２１１３

■　保険料の計算方法（令和２年度）

● 保険料額は、被保険者全員が等しく負担する「均等割額」と、前年の所得に応じて負担す
る「所得割額」の合計で計算します。

均　等　割
【１人当たりの額】

52,048円
＋

所　得　割
【被保険者本人の所得に応じた額】

（令和元年中の所得－33万円）×10.98％
＝

１年間の保険料
【限度額64万円】

（100円未満切り捨て）

　 ※ 年度の途中で加入したときは、加入した月からの月割で計算します。
 ● 所得とは、前年の「収入」から必要経費（公的年金等控除や給与所得控除額など）を引
　 いたものです。

■　令和２年度の年間保険料額の例

● 単身世帯の場合 ● 夫婦２人世帯（共に被保険者）で、妻の
年金収入が80万円以下の場合

年金収入 均等割
軽減 令和２年度 前年度比 夫の

年金収入
区
分
均等割
軽減 令和２年度 前年度比

80万円 7割 15,600円 5,600円増 80万円 夫 7割 15,600円 5,600円増
妻 15,600円 5,600円増

168万円 7.75割 28,100円 4,700円増 168万円 夫 7.75割 28,100円 4,700円増
妻 11,700円 4,200円増

196万円 5割 73,200円 2,600円増 224万円 夫 5割 103,900円 3,700円増
妻 26,000円 900円増

196.5万円 5割 73,700円 12,500円減 225万円 夫 5割 105,000円 11,400円減
妻 26,000円 14,100円減

219万円 2割 114,100円 4,100円増 270万円 夫 2割 170,100円 6,100円増
妻 41,600円 1,500円増

220万円 2割 115,200円 5,900円減 272万円 夫 2割 172,300円 3,900円減
妻 41,600円 8,600円減

■　１年間の保険料の賦課限度額が見直しされました

● 保険料の賦課限度額が、次のとおり見直しされました。

令和元年度 令和２年度

62万円 64万円

令和２年度の保険料額は、６月に個別にお知らせします。



役場からのお知らせ役場からのお知らせ

令和２年５月号　８

鶴
居
村
教
育
資
金
利
子
補
給
事
業

奨
学
生
の
募
集
に
つ
い
て

　

村
教
育
委
員
会
で
は
「
鶴
居
村
教
育
資
金
利

子
補
給
事
業
」
奨
学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

応
募
資
格
や
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
次
の
と

お
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

１
．応
募
資
格

　

鶴
居
村
の
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い

る
者
で
、
被
扶
養
者
の
進
学
時
（
高
校
以
上
）

に
お
い
て
、
引
き
続
き
１
年
以
上
居
住
し
て
い

る
住
民
登
録
者
と
し
ま
す
。

２
．対
象
と
な
る
教
育
資
金

　

日
本
政
策
金
融
公
庫
、
釧
路
丹
頂
農
業
協
同

組
合
及
び
独
立
行
政
法
人
日
本
学
生
支
援
機
構

の
い
ず
れ
か
の
機
関
か
ら
借
り
受
け
た
教
育
資

金
で
、
学
生
１
人
当
た
り
６
０
０
万
円
を
限
度

と
し
ま
す
。
受
験
費
用
、
入
学
金
、
在
学
期
間

中
の
授
業
料
、
下
宿
代
そ
の
他
必
要
な
資
金

（
休
学
・
留
学
等
の
期
間
の
費
用
は
除
く
。）

３
．利
子
補
給
の
内
容

　

学
生
１
人
当
た
り
６
０
０
万
円
ま
で
の
教
育

資
金
に
係
る
利
子
に
つ
い
て
、
借
入
利
率
が
年

鶴
居
村
長
選
挙
の
結
果
に
つ
い
て

鶴
居
村
長
選
挙
に
つ
い
て
は
、
立
候
補
の
届

出
が
定
数
を
越
え
な
か
っ
た
た
め
、
無
投
票
と

な
り
ま
し
た
。

《
当
選
》  
大
石　

正
行　

　
　
　
　
　
　
　

無
所
属
・
現
職　

３
期
目

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

鶴
居
村
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

（
総
務
課
内
☎
０
１
５
４

－

64

－

２
１
１
１
）

利
３
．０
％
ま
で
を
対
象
と
し
て
、
最
高
７
年

間
を
限
度
と
し
て
利
子
補
給
し
ま
す
。
た
だ
し
、

返
済
遅
延
に
よ
る
利
子
は
補
給
し
ま
せ
ん
。

４
．申
込
期
限

　

令
和
２
年
12
月
11
日
（
金
）

　

な
お
、
申
込
期
限
は
、
令
和
２
年
度
の
申
請

期
限
で
す
。
年
度
途
中
に
お
い
て
は
次
の
※
に

よ
る
事
例
も
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
場

合
に
は
、
随
時
、
別
紙
の
申
請
書
用
紙
に
基
づ

き
教
育
委
員
会
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
推
薦
入
学
の
場
合
に
は
、
年
度
途
中
（
秋
頃
）

で
金
融
機
関
と
契
約
し
教
育
資
金
を
借
り
入
れ

す
る
場
合
や
、
独
立
行
政
法
人
日
本
学
生
支
援

機
構
で
は
入
学
後
７
月
頃
に
、
遡
っ
て
４
月
か

ら
奨
学
金
が
支
給
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
そ
の
よ
う
な
場
合
に
は
速
や
か
に
村
教
育

委
員
会
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

遡
っ
て
４
月
か
ら
奨
学
金
が
支
給
さ
れ
る
場

合
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
よ
う
な
場
合
は
速

や
か
に
村
教
育
委
員
会
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

５
．利
子
補
給
の
請
求

　

令
和
２
年
度
の
利
子
補
給
を
受
け
る
場
合
に

は
、
令
和
２
年
１
月
か
ら
12
月
ま
で
の
利
子
支

払
い
に
係
る
証
明
書
等
を
各
金
融
機
関
か
ら
受

領
し
、
教
育
委
員
会
教
育
課
へ
請
求
書
用
紙
に

添
付
し
て
令
和
３
年
１
月
末
ま
で
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
村
は
、
そ
の
書
類
を
審
査
し
た
後
、

年
度
末
頃
に
請
求
者
に
対
し
利
子
補
給
金
を
口

座
振
込
い
た
し
ま
す
。

６
．申
込
先

　

鶴
居
村
教
育
委
員
会　

教
育
課

７
．申
込
方
法

　

申
請
書
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
関
係

書
類
を
添
付
し
捺
印
の
上
、
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。（
用
紙
は
、
教
育
委
員
会
に
備
え
付
け
て

い
ま
す
。）

軽
自
動
車
税（
種
別
割
）の
納
期
限
は

令
和
２
年
６
月
１
日
で
す
。

鶴
居
村
軽
自
動
車
税
は
地
方
税
法
及
び
鶴
居

村
税
条
例
に
も
と
づ
き
、
令
和
２
年
４
月
１
日

に
お
い
て
鶴
居
村
内
に
定
置
す
る
軽
自
動
車
等

を
所
有
す
る
方
が
、
鶴
居
村
に
納
め
る
税
金
で

す
。
ま
た
、
令
和
元
年
10
月
か
ら
現
行
の
軽
自

動
車
税
は
「
種
別
割
」
と
名
称
が
変
更
さ
れ
ま

し
た
。

　

必
ず
納
期
限
ま
で
に
お
近
く
の
金
融
機
関
や

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
納
付
を
お
願
い
し

ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

企
画
財
政
課
税
務
係

　

☎
０
１
５
４

－

64

－

２
１
１
２

村
新
規
採
用
職
員
の
紹
介

　

こ
れ
か
ら
村
職
員
の
一
員
と
し
て
一
生
懸
命

頑
張
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

釧
路
湿
原
国
立
公
園
温
根
内
木
道
の

工
事
継
続
及
び
一
時
利
用
に
つ
い
て

　

温
根
内
木
道
は
、
工
事
継
続
の
た
め
湿
原
方

面
へ
向
か
う
木
道
は
当
面
の
間
、
通
行
止
め
と

な
り
ま
す
。

　

温
根
内
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
裏
か
ら
通
行
で

き
ま
す
が
、
一
部
仮
設
道
の
区
間
が
あ
り
ま
す

の
で
、
安
全
に
ご
注
意
の
上
、
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

　

利
用
状
況
の
詳
細
は
釧
路
湿
原
自
然
保
護
官

事
務
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

※
釧
路
湿
原
自
然
保
護
官
事
務
所

　
　

☎
０
１
５
４

－

56

－

２
３
４
５

吾妻　祐史
建設課

維持管理係

加藤　佳令来
企画財政課
税務係

米川　快斗
産業振興課
農政係兼商工観光係

原田　美穂
鶴居保育園
保育士

今井　涼香
保健福祉課
健康推進係兼福祉係

齋藤　美奈子
保健福祉課
介護保険係

粟崎　春華
教育委員会教育課
総務係兼学校教育係

　

ご
不
明
な
点
は
、
教
育
委
員
会
教
育
課
（
☎

０
１
５
４

－

64

－

２
０
５
０
）
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。



９　令和２年５月号

○畑・採草牧草地  　       　 　　（10aあたり）

地 域 名 平均額 最高額 最低額 筆数

雪裡地区 2,000円 3,200円 800円 175
幌呂地区 1,900円 3,100円 500円 132
久著呂地区 1,800円 2,700円 1,000円 39

　令和元年度の農地法及び農業経営基盤
強化法による村内の賃借料水準は、下記
表のとおりです。

鶴
居
村
畑
・
採
草
放
牧
地
賃
借
料

情
報
（
令
和
元
年
度
集
計
）

農
業
者
年
金
に
加
入
し
ま
せ
ん
か
？

　

農
業
者
年
金
制
度
の
ポ
イ
ン
ト
と
魅
力
は
次

の
と
お
り
で
す
。

■
農
地
の
権
利
名
義
に
関
わ
り
な
く
加
入
で
き

る
　

加
入
資
格
は
60
歳
未
満
、
年
間
60
日
以
上
農

業
従
事
、
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者

■
少
子
高
齢
時
代
に
強
い
積
立
方
式
・
確
定
拠

出
型

　

将
来
の
自
分
の
年
金
の
原
資
は
自
分
で
保
険

料
を
積
み
立
て
て
準
備
す
る
た
め
、
加
入
者
・

受
給
者
数
に
左
右
さ
れ
な
い
安
定
し
た
財
政
方

式■
保
険
料
は
経
営
・
家
計
状
況
に
よ
り
自
由
に

設
定

　

月
額
２
万
円
〜
６
万
７
千
円
の
間
で
千
円
単

位
で
選
択
、
途
中
で
増
減
も
可
能

　

加
入
脱
退
は
自
由
。途
中
脱
退
し
た
場
合
は
、

加
入
者
が
支
払
っ
た
保
険
料
と
そ
の
運
用
益
を

将
来
、
年
金
と
し
て
受
給

■
終
身
年
金
で
80
歳
ま
で
の
保
証
付
き

　

原
則
65
歳
か
ら
生
涯
、
年
金
を
受
給
。
仮
に

80
歳
ま
で
に
受
け
取
れ
る
は
ず
で
あ
っ
た
年
金

の
現
在
価
値
相
当
額
が
、「
死
亡
一
時
金
」
と

し
て
遺
族
に
支
給

■
支
払
保
険
料
の
全
額
社
会
保
険
料
控
除
で
節

税
　

所
得
税
・
住
民
税
が
節
税
と
な
る
ほ
か
、
農

業
者
年
金
基
金
が
運
用
し
て
得
ら
れ
る
運
用
益

も
非
課
税

■
保
険
料
の
国
庫
補
助
（
政
策
支
援
）

　

認
定
農
業
者
で
青
色
申
告
者
の
ほ
か
、
そ
れ

ら
の
者
と
家
族
経
営
協
定
を
結
ん
で
い
る
配
偶

者
や
後
継
者
な
ど
一
定
の
要
件
を
満
た
す
者
が

鶴
居
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
利
用
に
つ

い
て

　

鶴
居
市
街
多
目
的
運
動
広
場
内
の
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
に
つ
い
て
、施
設
の
利
用
を
希
望
す
る
個
人

ま
た
は
団
体
は
、事
前
に
鶴
居
村
教
育
委
員
会

ま
で
申
し
込
み
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

鶴
居
村
教
育
委
員
会　

教
育
課

　

☎
０
１
５
４

－

64

－

２
０
５
０

「
村
長
へ
の
手
紙
」の
実
施
に
つ
い
て

　
「
笑
顔
と
活
気
溢
れ
る
協
働
の
美
し
い
村
づ

く
り
」
の
推
進
と
、
多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ
を
的

確
に
把
握
し
村
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
村
で

は
村
政
懇
談
会
や
村
長
の
出
前
ト
ー
ク
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
広
聴
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
の
ひ
と
つ
で
あ
る「
村
長
へ
の
手
紙
」

は
、
村
民
皆
さ
ま
の
生
の
声
を
村
長
へ
届
け
る

手
段
と
し
て
ご
活
用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

ご
意
見
箱
・
用
紙
に
つ
い
て
は
、
総
合
セ
ン

タ
ー
（
役
場
正
面
玄
関
入
口
付
近
）
と
ふ
る
さ

と
情
報
館
「
み
な
く
る
」
に
設
置
し
て
お
り
、

回
答
を
希
望
さ
れ
る
場
合
に
は
、
必
ず
回
答
文

を
送
付
い
た
し
ま
す
。

　

皆
さ
ま
か
ら
の
貴
重
な
ご
意
見
・
ご
要
望
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

総
務
課
総
務
係

　

☎
０
１
５
４

－

64

－

２
１
１
１

補
助
対
象

　

国
庫
補
助
額
と
運
用
益
に
よ
る
年
金
（
特
例

付
加
年
金
）
の
受
給
に
は
「
経
営
継
承
」
が
必

要
　

政
策
支
援
加
入
者
の
保
険
料
は
月
額
２
万
円

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

鶴
居
村
農
業
委
員
会

　

☎
０
１
５
４

－

64

－

２
１
１
４

鶴
居
村
輝
く
住
ま
居
る
支
援
金
に

つ
い
て

　

輝
く
未
来
に
向
け
た
移
住
及
び
定
住
の
促
進

と
笑
顔
あ
ふ
れ
る
安
心
で
活
力
に
満
ち
た
住
み

よ
い
村
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
村
内
に
お

い
て
住
宅
を
取
得
さ
れ
る
方
に
最
大
１
５
０
万

円
を
支
援
し
ま
す
。

■
支
援
対
象
者

　

次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
し
て
い
る
こ
と
が

条
件
と
な
り
ま
す
。

（
１
）村
内
に
お
い
て
自
己
が
所
有
す
る
土
地
に

　
　

一
戸
建
住
宅
を
新
築
、
ま
た
は
空
き
家
バ

　
　

ン
ク
登
録
物
件
を
購
入
し
て
い
る
方
。

（
２
）新
築
ま
た
は
空
き
家
を
自
己
の
定
住
用
住

　
　

宅
と
し
て
使
用
し
、
鶴
居
村
に
住
民
登
録

　
　

し
、
そ
の
住
宅
に
既
に
居
住
し
て
い
る
方
。

（
３
）新
築
の
場
合
は
10
年
以
上
、
空
き
家
購
入

　
　

の
場
合
は
５
年
以
上
対
象
者
の
居
住
の
用

　
　

に
使
用
す
る
こ
と
を
確
約
で
き
る
方
。

（
４
）新
築
し
た
住
宅
は
床
面
積
が
60
平
方
メ
ー

　
　

ト
ル
以
上
で
あ
る
こ
と（
二
世
帯
住
宅
の

　
　

場
合
は
１
１
０
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
）。

（
５
）建
築
基
準
法
そ
の
他
建
築
物
に
関
連
す
る

　
　

法
令
等
に
遵
守
し
た
住
宅
で
あ
る
こ
と
。

（
６
）村
税
の
滞
納
そ
の
他
村
に
対
す
る
債
務
の

　
　

不
履
行
が
な
い
方
。

（
７
）対
象
者
及
び
そ
の
他
の
同
居
人
等
が
暴
力

　
　

団
員
で
な
い
こ
と
。

■
支
援
内
容

（
１
）一
戸
建
新
築
住
宅

　
　

１
０
０
万
円

（
２
）空
き
家
等
中
古
住
宅
購
入

　
　

購
入
金
額
の
10
％（
上
限
１
０
０
万
円
）

※
対
象
者
が
45
歳
以
下
の
場
合
、
こ
の
支
援
金

　

に
50
万
円
を
上
乗
せ

■
支
援
期
間

　

令
和
２
年
４
月
１
日
〜
令
和
８
年
３
月
31
日

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

企
画
財
政
課
企
画
調
整
係

　

☎
０
１
５
４

－

64

－

２
１
１
２



令和２年５月号　10

官公庁などからのお知らせ官公庁などからのお知らせ
６
月
１
日（
月
）は
自
動
車
税

（
種
別
割
）の
納
期
限
で
す

　

自
動
車
税
は
、
令
和
元
年
10
月
１

日
か
ら
自
動
車
税
種
別
割
に
名
称
が

変
更
と
な
り
ま
し
た
。
自
動
車
税
種

別
割
は
、
４
月
１
日
現
在
の
運
輸
支

局
登
録
に
基
づ
い
て
課
税
さ
れ
る
道

税
で
す
。
今
年
の
納
税
通
知
書
は
５

月
７
日
（
木
）
に
発
送
し
ま
す
。

　

必
ず
納
期
限
ま
で
に
金
融
機
関
、

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
等
で
納
め

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
の
専
用
サ
イ
ト
を
利
用
し

た
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
税
も
で
き

ま
す
。

　

住
所
が
変
わ
っ
た
方
や
納
税
通
知

書
が
届
か
な
い
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

　

自
動
車
税
種
別
割
を
納
期
限
内
に

納
税
す
る
と
、
応
援
店
で
特
典
が
受

け
ら
れ
る
「
自
動
車
税
種
別
割
ス
マ

イ
ル
納
税
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
道
税
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
納
税
の
相
談
に
関
す
る
お
問
い
合

わ
せ
先
】

釧
路
総
合
振
興
局
納
税
課

（
釧
路
市
浦
見
２
丁
目
２
番
54
号
）

☎
０
１
５
４

－
43

－
９
１
７
９

【
自
動
車
税
の
課
税
内
容
に
関
す
る

お
問
い
合
わ
せ
先
】

札
幌
道
税
事
務
所
自
動
車
税
部

（
札
幌
市
北
区
北
22
条
西
２
丁
目
）

○
自
動
車
税
種
別
割
の
課
税
内
容
に

つ
い
て

☎
０
１
１

－

７
４
６

－

１
１
９
０

○
自
動
車
税
環
境
性
能
割
に
つ
い
て

☎
０
１
１

－

７
４
６

－

１
１
９
５

○
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
ご
利
用
く
だ
さ
い

・
道
税
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.pref.hokkaido.

lg.jp/sm
/zim

/

電
柱
に
カ
ラ
ス
の
巣
を
見
つ

け
た
ら
ほ
く
で
ん
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い

初
夏
に
向
け
て
カ
ラ
ス
の
巣
作
り

が
盛
ん
に
な
り
、
市
街
地
で
は
電
柱

に
巣
が
作
ら
れ
ま
す
。

　

巣
の
材
料
に
は
ハ
ン
ガ
ー
や
針
金

な
ど
の
金
属
が
使
わ
れ
る
こ
と
も
あ

り
、
こ
の
金
属
が
電
線
に
触
れ
る
と

停
電
の
原
因
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

　

電
柱
に
カ
ラ
ス
の
巣
を
見
つ
け
た

と
き
は
、
北
海
道
電
力
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
㈱
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
１
２
０

－

06

－

０
６
６
９

不
法
無
線
局
か
ら

　
　

暮
ら
し
を
守
ろ
う

　

不
法
電
波
は
、
携
帯
電
話
や
テ
レ

ビ
・
ラ
ジ
オ
に
障
害
を
与
え
る
な
ど
、

日
常
生
活
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
だ
け

で
な
く
、
警
察
、
消
防
、
救
急
、
防

災
、
交
通
な
ど
、
人
命
に
か
か
わ
る

重
要
な
無
線
通
信
を
妨
害
し
て
、
私

た
ち
の
生
活
を
脅
か
し
ま
す
。

　

総
務
省
北
海
道
総
合
通
信
局
で
は
、

電
波
の
使
わ
れ
方
を
監
視
し
、
適
正

な
電
波
環
境
の
維
持
に
努
め
て
い
ま

す
。

　

電
波
に
関
す
る
困
り
ご
と
や
ご
相

談
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
省　

北
海
道
総
合
通
信
局

☎
０
１
１

－
７
３
７

－

０
０
９
９

令
和
２
年
度
７
月
職
業
訓
練

受
講
生
の
募
集
に
つ
い
て

▼
対
象　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
の

登
録
を
し
て
い
る
方

▼
電
気
設
備
技
術
科　
　

20
名

▼
ビ
ジ
ネ
ス
ワ
ー
ク
科　

15
名

▼
申
込
受
付
期
間

　

令
和
２
年
４
月
24
日
㈮
〜

　

令
和
２
年
５
月
29
日
㈮

▼
見
学
会

　

５
月
15
日
㈮
、
５
月
22
日
㈮

▼
訓
練
期
間

　

令
和
２
年
７
月
１
日
㈬
〜

　

令
和
２
年
12
月
23
日
㈬

▼
費
用　

２
万
円
程
度（
テ
キ
ス
ト

代
）

○
申
込
先

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
釧
路　

ま
た
は

　

最
寄
り
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
釧
路

　

☎
０
１
５
４

－

57

－

５
９
３
８

新
し
い
飼
い
主
探
し
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
事
業
に
つ
い
て

　

北
海
道
で
は
、
各
道
立
保
健
所
で

引
き
取
っ
た
犬
、
猫
に
で
き
る
だ
け

生
存
の
機
会
を
与
え
る
た
め
、「
新

し
い
飼
い
主
探
し
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事

業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
各
総
合
振
興
局
が
、

犬
、
猫
を
飼
い
た
い
と
希
望
す
る
方

を
あ
ら
か
じ
め
登
録
し
て
お
き
、
引

き
取
っ
た
犬
、
猫
を
譲
渡
す
る
も
の

で
す
。
新
し
い
飼
い
主
に
な
る
に
は
、

毎
日
の
世
話
が
で
き
る
か
、
猫
は
室

内
で
飼
え
る
か
、
愛
情
を
持
っ
て
最

後
ま
で
飼
い
続
け
る
意
志
が
あ
る
か

な
ど
の
条
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と

が
必
要
で
す
。

　

少
し
で
も
多
く
の
命
を
救
う
た
め
、

こ
れ
か
ら
犬
、
猫
を
飼
い
た
い
と
考

え
て
い
る
方
は
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。
譲
り
受
け
の
申
し
込
み
方

法
な
ど
に
つ
い
て
は
、
最
寄
り
の
総

合
振
興
局
・
振
興
局
環
境
生
活
課
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

環
境
生
活
部
観
光
局
自
然
環
境
課

　

野
生
鳥
獣
係

☎
０
１
１

－

２
０
４

－

５
２
０
５

安
全
・
安
心
ど
さ
ん
こ
運

動
に
参
加
し
ま
し
ょ
う

　

道
内
に
お
け
る
、
令
和
元
年
中
の

刑
法
犯
認
知
件
数
は
、
２
３
，６
０

７
件
で
、
前
年
同
月
と
比
べ
る
と
１
，

８
５
２
件
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
特
殊
詐
欺
、
子
ど
も
や

女
性
に
対
す
る
犯
罪
、
車
上
ね
ら
い
、

タ
イ
ヤ
盗
難
な
ど
の
犯
罪
が
、
私
た

ち
の
身
近
な
と
こ
ろ
で
発
生
し
て
お

り
、
決
し
て
安
心
で
き
る
状
況
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

道
で
は
、
道
民
の
方
々
が
安
全
で

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
犯
罪
の
な
い
地

域
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た
め
に
、

「
安
全
・
安
心
ど
さ
ん
こ
運
動
」
を

推
進
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
運
動
は
、
防
犯
に
限
ら
ず
、

交
通
安
全
や
防
災
、
教
育
な
ど
の
幅

広
い
分
野
に
関
わ
る
機
関
・
団
体
及

び
道
民
の
皆
さ
ん
の
自
主
的
な
活
動

を
通
じ
て
、
人
や
地
域
、
社
会
の
絆

を
深
め
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
力
を
高

め
る
こ
と
に
よ
り
、
誰
も
が
安
全
で

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
を
築

い
て
い
こ
う
と
す
る
道
民
運
動
で
す
。

○
推
進
主
体

　

北
海
道
犯
罪
の
な
い
安
全
で
安
心

な
地
域
づ
く
り
推
進
会
議

○
重
点
取
組

　

①
子
ど
も
の
安
全
を
見
守
る
運
動

　

②
あ
い
さ
つ
、
み
ま
も
り
、
助
け

　
　

合
い
運
動

　
「
あ
い
さ
つ
」
は
、
最
も
身
近
で
、

誰
も
が
実
践
で
き
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
き
っ
か
け
と
な
り
、「
あ

い
さ
つ
」
は
や
が
て
、
人
と
人
と
の

絆
や
信
頼
関
係
を
強
め
、
犯
罪
を
寄

せ
付
け
な
い
地
域
づ
く
り
に
効
果
を

発
揮
し
ま
す
。

　

い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
誰
に
で

も
で
き
る
「
あ
い
さ
つ
」
か
ら
初
め

て
み
ま
せ
ん
か
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

環
境
生
活
部
く
ら
し
安
全
局
道
民

　

生
活
課
青
少
年
係

☎
０
１
１

－

２
０
６

－

６
７
４
８



　これからの季節は空気が乾燥し火災が発生しやすくなり
ます。また、今年は雪解けも早く乾燥した枯草などに火が
付くと瞬く間に燃え広がり、大規模な山火事になるおそれ
もあります。昨年は４月～５月にかけて５件もの山火事や
野火が発生し、その原因の多くはゴミ焼きによるものです。
（ゴミ焼きは法律で禁止されています）ゴミ焼きからの火
の粉やタバコのポイ捨てなど、小さな火から火災は発生し
ますので絶対にしないようにしましょう。
　　　　　　　　　（鶴居村林野火災予消防対策協議会）

山火事に注意！

11　令和２年５月号

消防署からのお知らせ消防署からのお知らせ 令和２年度 全国統一防火標語

「その火事を　防ぐあなたに　金メダル」

※悪質な訪問販売等にご注意
　住警器の販売や取り付けを行い、高額な代金を請求する悪質な訪問販売が発生しています。また、
消防署の職員を装って住警器の高額販売をする事例も報告されていますが、消防職員や消防団員に
よる訪問販売及び商品の斡旋はしておりません。悪徳販売・高額販売等の詐欺には十分注意してく
ださい。住警器は家電量販店やホームセンター等で販売しています。
　何かご不明な点がありましたら鶴居消防署（☎０１５４－６４－２３４４）までご連絡ください。

　毎年、鶴居消防署では鶴居消防連合後援会の協賛により、村
内の各小学校に入学する新一年生に学ぶ意欲と火災予防への意
識を持ってもらうことを目的に、入学記念品を贈っています。
今年は消火器のり・消火器消しゴム・ファイルケースを贈りま
した。

新一年生に火災予防啓発品の配布

　鶴居消防署では５月中に住宅用火災警報器の設
置状況調査を実施します。
　調査方法は今回対象地域（鶴居市街―西および
南地区）の世帯をランダム（無作為）に選び、職
員が電話により行います（調査時間帯９時～１９
時）。機器が設置されている場合には実際に動作
確認をして頂きますので、ご協力をお願いします。
　なお、住宅用火災警報器の設置は火災予防条例
で義務付けられています。まだ設置されていない
ご家庭はすぐに設置しましょう。
　また、義務化から１０年が経過しました。現在
設置されている機器本体・電池の寿命がおよそ10
年といわれており、既に警報器を設置しているご
家庭では作動点検や電池の確認を行い維持管理に
努めましょう。

住宅用火災警報器の設置率調査について（お願い）



令和２年５月号　12

令和２年度「脳ドック助成事業」の募集を行います

■　受付日時　令和２年５月７日（木）～８日（金）　午前８時30分～午後５時15分
■　申込受付　鶴居村役場保健福祉課、保健師（☎0154－64－2116）へ電話にて申込ください。　
■　申込方法　電話受付後、申請書をご自宅に送付致します。　　
　　　　　　　申請書の必要事項に記載後、郵送にて提出してください。　　
　　　　　　　※　申請内容を確認の上、後日ご本人に助成決定の通知を致します。
■　定　　員　先着３０名（鶴居村国保加入者２０名・国保加入者以外１０名）
■　対 象 者　下記の条件すべてに当てはまる方
　　　　　　　（平成３０・令和元年度に脳ドック検診を受診した方は対象外）
　　　　　　　　・４０歳以上の村民の方　　　
　　　　　　　　・現在、脳血管疾患治療中でない方
　　　　　　　　・ペースメーカーや外科クリップ等体内に金属が入っていない方
　　　　　　　　・加入している健康保険において、脳ドック助成制度がない方
　　　　　　　　※鶴居村国民健康保険及び後期高齢者医療制度の加入者については、個別健診もしく
　　　　　　　　　は、集団健診で特定健康診査等を受診してください。
　　　　　　　　※国保以外の健康保険の加入者については、各々の健康保険における特定健診等を受
　　　　　　　　　診してください。
■　助 成 額　　２０，０００円（自己負担額１３，０００円）
■　検査内容　　MRI（脳画像診断）・MRA（脳血管画像診断）・頸動脈エコー・血液検査・尿検査・心電図

マナーからルールへ

5月３１日は「世界禁煙デー」（WHO）/５月３１日～６月６日は「禁煙週間」
　厚生労働省は世界禁煙デーに始まる５月３１日から６月６日までを「禁煙週間」と定め、禁煙の
普及啓発を行っています。世界禁煙デーや禁煙週間をきっかけに、ご自身や家族、同僚など“みんな”
の健康を考え、喫煙習慣を振り返ってみましょう！

子どもなど20歳未満の者、患
者等は受動喫煙による健康への
影響が大きい。

加熱式たばこは、その煙にニコ
チン等の有害物質が含まれてい
ることは明らかである一方、現
時点での科学的知見では受動喫
煙による健康影響は明らかでは
ありません。（喫煙専用室、加
熱式たばこ専用の喫煙室内での
み喫煙は可能）

加熱式たばこ

配慮

※新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止の観点から、今年度は申込受付方法を変更しています。

保健福祉課健康推進係　　　（☎0154-64-2116）
鶴居村地域包括支援センター（☎0154-64-2999）おお元元気気ですかですか保保健健師師でですす



新刊案内 鶴居村図書館だより

※新型コロナウイルス感染防止のため、5月6日まで休館となります。
※貸出中の図書は施設再開後の返却でかまいません。

●開館時間……10：00～ 18：15
●休 館 日……５月の図書整理日は26日（火）です。５月の図書整理日は26日（火）です。
●貸し出し…… 【本・雑誌・紙芝居】
　　　　　　　　　２週間（１人10冊まで）

【CD・VTR・DVD】
　　　　　　　　　２週間
 （CD3点、VTR2点、DVD1点まで）

開館時間外や休館日に本や雑誌を返却した

い場合は、ふるさと情報館東側入口横にあ

る『返却ポスト』をご利用ください。ただし、

ＣＤ・ＤＶＤは破損の原因となりますので

絶対に返却ポストには入れないようお願い

いたします。

13　令和２年５月号

甘中　繁雄　監修
　車が水没し始めた、部
屋で火事が起きた、海で
おぼれた…。地震、風水害、
天候の急変、火災、山の
事故といった危険なシー
ンごとに、命を守るため
にどう行動すべきかを、
イラストとともにわかり
やすく解説。応急処置も
紹介する。

朝井リョウ　著
　キャラメルが登場する
掌編、「ウイスキーってお
もしろい」を伝えられる
小説、「女性と香り」にま
つわるミニエッセイもし
くは小説…。企業からの
お題をもとに書いた作品
を、解説とともに収録する。

廣嶋　玲子　文
コマツシンヤ　絵

　家族で飲むはずの珍し
いジュースを1人で飲んで
しまった大悟。「トラブル
旅行社(トラベル)」を訪
れた大悟は、ジュースに
必要なフルーツを集める
ため、砂漠のフルーツ狩
りツアーに参加すること
に…。

水上　貴博　著
中村　邦明　著

　世界を変える新世代通
信システム「5G」とはいっ
たい何か? 5Gの概要や、
5Gがもたらす私たちのく
らしとビジネスの変化を、
通信業界以外の人も理解
を深められるよう、具体
例や図解を用いて説明す
る。

重松　清　著
　洋一郎が2年生の時に家
を出て行った父親。郊外
の街で一人暮らしを続け
た末に亡くなった父親は、
生前に1冊の「自分史」を
のこそうとしていた。洋
一郎は父親の人生に向き
合うことを決意するが…。

カレン・キルパトリック/　　
ルイス・Ｏ・ラモス・ジュニア　文
ヘルマン・ブランコ　絵

高畑　正幸　訳
　絵を描くのが大好きな
えんぴつ。ケシゴムが絵
を消すのが気に入りません。
でも、ケシゴムはえんぴ
つが思いもしないことを
考えつき…。えんぴつとケ
シゴムがえんぴつケシゴム
になるまでの物語。

そのとき、どうする？

発注いただきました！

トラブル旅行社（トラベル）　砂漠のフルーツ狩りツアー

最新図解で早わかり　５Ｇがまるごとわかる本

ひこばえ　上

えんぴつとケシゴム



寄　　付
　いただきました心温まる善意に心よりお礼申し
上げます。

＜ふるさと納税分＞
　　　東京都　山本　泰弘　様

●３月寄付実績
５８件　 ６３０千円

■令和元年度（平成3１年４月～令和２年3月）の
　寄付累計
　　　　　1, １１４件　２１, ０２２千円

鶴居村タンチョウ愛護会の
会員募集

　鶴居村タンチョウ愛護会は、タンチョウに係る

愛護活動を行っています。

　主な活動は【給餌場観察場などの環境整備活動】・

【タンチョウ越冬分布調査への協力】・【給餌場な

どの巡視活動（冬）】などです。

　趣旨に賛同いただき、活動をご一緒いただける

方、ぜひご連絡ください。

年会費：2,000円

お問い合わせ先：鶴居村教育委員会

（☎0154-64-2050）

　　　　　　　　事務局　音成・佐々木・吉田
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５月の自然観察会

●アイヌの自然観～植物編～
【日　　時】　５月１０日（日）午前１０時～１２時
【内　　容】　アイヌ民族が利用した植物を観察し

ながら、彼らの自然観と知恵を学び
ます。

【定　　員】　１５人
【参 加 費】　無料
【開催場所】　温根内ビジターセンター
【申込・お問い合わせ先】　温根内ビジターセンター

☎０１５４－６５－２３２３

●早朝バードウォッチング
【日　　時】　５月２４日（日）午前８時～午前１０時
【内　　容】　釧路湿原は繁殖期を迎えた野鳥のさ

えずりで大賑わい。何種類の鳥を見
つけられるでしょうか。

【定　　員】　１５人
【参 加 費】　無料
【開催場所】　温根内ビジターセンター
【申込・お問い合わせ先】　温根内ビジターセンター

☎０１５４－６５－２３２３
※中止又は延期になる場合があります。
　参加される方は必ずお問い合わせ先にご確認ください。
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な
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示
板
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な
の
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令和２年５月号　14

お　誕　生
お誕生おめでとうございます。
３月中に届出のありました出生について、次のと
おりご紹介します。

　加　古　依
い

和
より

　　　女の子　　　鶴居市街

　杉　本　昌
まさ

廣
ひろ

　　　男の子　　　鶴居市街

　長　田　優
ゆう

菜
な

　　　女の子　　　下幌呂

　服　部　桜
おう

大
た

　　　男の子　　　鶴居市街
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鶴居 タンチョウ 検索

櫻井　真弓
鶴居・伊藤タンチョウサンクチュアリ

〒085－1205 鶴居村中雪裡南
 ☎0154-64-2620／FAX0154-64-2239

「うちの子に限って！」　親鳥を欺く幼鳥の話
　３月中旬も過ぎると、つがいのタンチョウの多くは繁殖地に戻り、取り残された幼鳥が、グループを
作って飛来するようになります。その日は１羽の幼鳥を連れたタンチョウ家族が飛来しました。いまだ
子連れで飛来するとは、呑気にしているなと思いながらしばらく観察を続けました。
　親にべったり甘える幼鳥は、他のタンチョウより一回り小さく見えます。きっと育ちの悪い我が子が
心配で突き放すことが出来ないんだろうなと、しみじみと親の気持ちを察しました。私も小さな幼鳥が
心配でしばらく見守っていましたが、親が目を離した隙に、１羽の亜成鳥（若鳥）が相手を威嚇する時
の特徴的な歩き方で幼鳥に近づいてきました。これはいじめられるだろうとハラハラしながら見ている
と、小さいはずの幼鳥が、むくむくと大きくなったのです。首をすっと伸ばして体も丸々見えます。他
のタンチョウと比べて見劣りするどころか、どちらかと言えば大きめに見えるのです。売られた喧嘩は
買いますよと言わんばかりの幼鳥の様子に、勝てる気満々で近づいた亜成鳥が、ビビッて体を小さくし
ています。
　そこに親鳥（多分お父さんの方）が、「うちの子供に何するの！」と言わんばかりに近づいてきました。
ふと、幼鳥を見ると、さっきまで偉そうに体を大きくしていたのに、首をすくめて気弱な様子でたたず
んでいるのです。もちろん周りのタンチョウより小さく見えます。
　結局、力関係はお父さんタンチョウが上だったようで、亜成鳥は何事もなかったかのように、親子の
前から離れていきました。その後も幼鳥は若鳥グループに仲間入りをすることはなく、しきりにダンス
を踊る親鳥の横で、首をすくめて体を小さくしウロウロしていました。親の方も特に幼鳥を邪魔にする
様子はありません。

　もしもタンチョウ語が話せたら、親鳥が早く子作りに専念できるよう「あなた達のお子さんは、本当
はなかなかの強者です。もう立派に独り立ちできますよ」と教えてあげたかったです。でも、両親揃っ
て「うちの子は、体も小さいし、気も弱い
し…。うちの子に限って、年上のタンチョ
ウを威嚇するような事はありえません！」
と言い返されそう。
　ずるがしこい幼鳥と言えばそれまでです
が、厳しい野生の世界で、自分を守るた
め、いつまでも親と一緒にいれるよう知恵
を絞って努力？をしている幼鳥が愛おしい
と思うのは、種を越えた親心でしょうか。
野生の世界では、いつまでも親のすねをか
じって生きる事はできませんし、この幼鳥
も、今はもう立派に独り立ちしていること
と思います。

シリーズ

タンチョウ
Vol. 305

ダンスを踊る親鳥を見つめる幼鳥（右端）
弱気な様子でウロウロしていました



５月村のカレンダー５月村のカレンダー

1金 令和２年第２回鶴居村議会臨時会　14:00～　議場

9土「ポイ捨てシャットアウト」一斉清掃　9:00～　村内一円

15金 釧路丹頂農業協同組合定期総会　10:30～　総合センター

27水 乳児健診　13:00～　総合センター

※上記行事予定については、新型コロナウイルス感染症に係わる
国の緊急事態宣言の状況等により、変更となる場合があります。

鶴居村産山幸種使用ワイン
「クロンヌ ルージュ」の発売について

販 売 日：4月25日から発売中
販売価格：1本３, ３５０円（税込）
販売店舗：つるぼーの家(☎0154－64－5350)
　　　　　まつい商店(☎0154－64－2388)
　　　　　Aコープ鶴居店(☎0154－64－2316)
　　　　　Aコープ幌呂店(☎0154－65－2116)
そ の 他：釧路たんちょう空港などでも販売します。

※なお、つるぼーの家については、新型コロナウイルス感染症拡
大防止のため、４月25日㈯～５月６日㈬までの間臨時休業となり
ますので、営業再開後の販売開始となります。

　５月といえば春も本番、木々の枝
から小さくとも力強い芽が顔を出し
ているのを見つけることができる季
節です。
　一方で、春特有の暖かな息吹を感
じたかと思えば、真冬を思い起こす
寒気を肌に感じるなど気温の変化が
厳しくなり自分の体調を気遣う必要
がでてくる時期でもあります。
　本来であれば行事が沢山あり楽し
い思い出ができるであろう 5 月です
が、今年はどうなるのやら……。
　胸を弾ませ心躍る大型連休も今年
は遠方へのお出かけは避け、自宅で
過ごす予定の方も多いのでしょう。
　さて、毎年空を川とし跳ねるこい
のぼりも、今年は元気な姿を見せて
くれるのでしょうか。（F）

編集後記

今月の表紙

今年１月からの発生件数
人身事故０件／物件事故29件
３月中の発生件数
人身事故０件／物件事故5件

死亡事故ゼロの日　　1,597日
（３月末現在）

交通事故発生状況
（鶴居駐在所より情報提供）

人の動き
（３月末住民登録人口）

人口　総数 2,519人
（前月比 ＋４人）

うち外国人人口　３１人
（男 ５人・女２６人）

昨年同期は　２,５０６人で、
対前年比較は　+13人です。

男 １,２５８人（前月比 －８人）
女 １,２３０人（前月比 －19人）

世帯数　1,163戸
（前月比 －20戸）

うち外国人世帯数　26戸

　鶴居保育園の入園式でのひと
コマです。
　昭和５４年に建てられた幌呂保
育園とお別れし、鶴居保育園と
統合してから初めての入園式で
した。
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